
 

「チャレンジ」して「チェンジ」する 
                                   

           
 

 

                        

                                   

 

  

出
雲
農
林
発
表
会
〜
初
の
試
み
大
成
功
〜 

 

一
月
十
六
日
、
出
雲
市
民
会
館
で
出
農
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
三
年
生 

は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
、
二
年
生
は
研
修
旅
行
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
直
売 

所
の
活
動
報
告
、
一
年
生
は
企
業
視
察
報
告
や
農
業
科
学
基
礎
の
学
習
成
果
を 

分
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
い
ま
し
た
。
学
校
全
体
が
「
真
剣
」
と
い
う
言
葉
で 

一
つ
に
な
っ
た
発
表
会
で
し
た
。 

で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

旅
立
ち
の
楽
し
み 

学
校
長 

 

佐
野 

明 
 

他
人
の
目
に
気
づ
き
、
そ
の
存
在
が
気
に
な
り
、
自
分
と
他
人
や
世

の
中
と
の
距
離
感
が
掴
め
ず
、
精
神
的
に
不
安
定
に
な
る
時
期
が
思

春
期
で
す
。
思
春
期
は
、
大
人
が
信
じ
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
苛
立
ち

と
不
安
と
を
抱
え
た
り
、
本
人
に
も
「
自
分
の
身
に
何
が
起
き
て
い
る

の
か
」
が
よ
く
分
か
ら
な
い
頃
で
す
。
本
校
生
徒
に
は
、
そ
ん
な
内
面

的
に
苦
し
い
時
期
の
た
だ
中
に
い
る
人
と
そ
れ
を
ほ
ぼ
終
え
た
人
と
が

混
在
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

河
合
隼
雄
は
思
春
期
に
つ
い
て
「
人
間
の
生
涯
の
な
か
で
も
特
に
大

変
な
時
期
で
あ
る
。
さ
な
ぎ
の
時
期
で
あ
り
、
堅
い
殻
の
中
で
は
大
変

革
が
起
こ
っ
て
い
る
。
さ
な
ぎ
が
堅
い
殻
で
守
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
人

間
の
場
合
も
、
守
り
が
あ
る
と
き
は
内
部
の
変
動
が
あ
ま
り
外
に
出

な
い
。
守
り
が
弱
い
と
き
は
、
内
界
の
変
動
が
い
じ
め
な
ど
の
形
で
行

動
化
さ
れ
る
。
思
春
期
に
は
守
り
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
第
一
は
暖
か

い
人
間
関
係
で
あ
る
。
第
二
は
、
こ
れ
と
逆
の
印
象
を
受
け
る
が
、
『こ

こ
か
ら
先
は
絶
対
に
駄
目
』
と
い
う
厳
し
い
禁
止
で
あ
る
」と
語
っ
て
い

ま
す
。 

教
育
に
は
、
温
と
厳
が
必
要
と
い
わ
れ
る
こ
と
と
重
な
り
ま
す
。
三

年
生
が
、
本
校
の
温
と
厳
の
教
育
を
通
し
て
、
旅
立
ち
と
次
の
舞
台
の

出
来
事
を
楽
し
み
に
す
る
よ
う
念
願
し
て
い
ま
す
。 

 

島
根
県
知
事
よ
り 

 

今
日
は
、
日
本
橋
と
い
う

昔
か
ら
あ
る
繁
華
街
で
出

雲
農
林
、
松
江
農
林
４
人

ず
つ
が
出
張
販
売
を
さ
れ
、

い
い
経
験
が
出
来
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
い
い
物
を
作
り
、

東
京
の
人
へ
島
根
の
農
業
を

広
め
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
「
卒
業
し
て
農
業
を
支

え
る
」
と
い
う
精
神
を
持
っ

て
頑
張
っ
て
下
さ
い
。 

二
年
か
け
て
行
っ
た
研
究
成
果
を
発
表

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
発
表

に
向
け
て
そ
ば
粉
ポ
ン
デ
ケ
ー
ジ
ョ
を
６

０
０
個
作
り
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
研
究

し
て
き
た
も
の
を
知
っ
て
も
ら
い
、
さ
ら

に
食
べ
て
も
ら
え
る
良
い
機
会
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
こ
の
経
験
を
活
か
し
て
、

多
く
の
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
で
す
。 

「聴
衆
者
に
分
か
り
や
す
く
」 

動
物
科
学
科
二
年 
高
橋
大
輔 

 

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
発
表
を

行
い
ま
し
た
。
事
前
準
備
で
は
、
発
表
者

の
メ
ン
バ
ー
で
意
見
を
出
し
合
い
、
ど
の

よ
う
に
工
夫
し
た
ら
聴
取
者
に
分
か
り

や
す
く
伝
わ
る
の
か
を
考
え
ま
し
た
。
そ

し
て
発
表
当
日
、
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た

が
、
準
備
や
練
習
の
成
果
を
出
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
今
回
の
貴
重
な
経
験

を 

を
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
に
役

立
て
た
い
で
す
。 

「練
習
が
自
信
に
」 

環
境
科
学
科
一
年
髙
橋
幸
平 

 

「
発
表
会
に
出
て
く
れ
な
い

か
？
」
と
言
わ
れ
た
時
、
自
分

に
出
来
る
か
不
安
で
し
た
。
し

か
し
、
練
習
を
重
ね
る
う
ち
に

堂
々
と
話
せ
る
よ
う
に
な
り
、

自
信
が
つ
き
ま
し
た
。 

 

私
は
、
授
業
で
樹
木
調
べ
を
し

た
事
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

何
気
な
く
見
て
い
た
樹
で
し
た

が
、
こ
の
調
べ
学
習
で
特
徴
を
知

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
回

の
経
験
を
、
二
年
生
、
三
年
生

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
活
か
し
た

い
で
す
。
今
後
の
実
習
も
頑
張

り
ま
す
。 

☆
生
徒
会
新
役
員 

会
長 

石
飛
な
び
き
（動
２
） 

 

会
長
と
し
て
、
一
人
一
人
の
意

見
を
反
映
し
、
皆
が
一
緒
に
な
っ
て

盛
り
上
げ
て
い
け
る
学
校
に
し
た

い
で
す
。 

副
会
長 

高
山 

恵
（動
２
） 

 

皆
に
出
農
高
生
で
あ
る
事
を
誇

り
に
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
学

校
創
り
に
徹
し
た
い
で
す
。 

副
会
長 

川
上
裕
莉
（食
２
） 
 

会
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
全
校
生

徒
が
、
行
事
や
学
年
を
問
わ
ず
、

楽
し
め
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。 

           

会
計 

 

成
相
知
香
（動
２
） 

 

責
任
を
持
っ
て
取
り
組
み
、
生
徒

会
と
出
農
高
が
よ
り
良
く
な
る
よ

う
に
、
皆
で
頑
張
り
た
い
で
す
。 

会
計 

 

山
﨑
珠
里
（植
２
） 

 

生
徒
会
を
通
し
て
、
違
う
人
た

ち
と
の
交
流
を
大
切
に
、
農
林
を

引
っ
ぱ
っ
て
い
き
た
い
で
す
。 

☆
農
業
ク
ラ
ブ
新
役
員 

会
長 

 

藤
井 

彩
（食
２
） 

 

行
事
や
他
校
と
の
交
流
活
動
の

中
で
、
個
々
が
楽
し
め
る
企
画
を

考
え
た
い
で
す
。 

副
会
長 

藤
江
祥
太
（食
２
） 

 

例
年
よ
り
発
展
・
充
実
し
、
楽
し

い
活
動
と
な
る
よ
う
に
、
メ
ン
バ
ー

全
員
で
協
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

東
京
出
前
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ 

副
会
長 

伊
藤
一
希
（食
２
） 

 

上
手
く
会
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
、

地
味
な
農
業
ク
ラ
ブ
が
も
う
少
し

目
立
つ
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。 

会
計 

 

平
瀬
鈴
香
（動
２
） 

先
輩
方
の
「
指
導
性
」
「
社
会
性
」

は
頼
も
し
か
っ
た
で
す
。
諸
活
動
を

盛
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
一
生
懸
命

頑
張
り
ま
す
。 

会
計 

 

森 

大
将
（環
２
） 

 

農
業
祭
と
い
っ
た
、
農
業
ク
ラ
ブ

が
中
心
に
な
る
行
事
や
事
前
準
備

も
頑
張
り
た
い
で
す
。 

☆
家
庭
ク
ラ
ブ 

会
長 

 

荒
木
大
海
（動
２
） 

 

ま
ず
は
自
分
か
ら
行
動
し
、
楽
し

い
企
画
で
全
校
を
盛
り
上
げ
た
い

で
す
。 

副
会
長 

安
達
美
紗
（動
２
） 

 

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
等
の
企
画
を
た

く
さ
ん
計
画
し
て
活
動
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

副
会
長 

安
藤
唯
夏
（環
２
） 

 

責
任
を
持
っ
て
活
動
し
、
企
画
案
を

多
く
出
し
て
ク
ラ
ブ
活
動
を
盛
り
上

げ
た
い
で
す
。 

会
計 

 

横
田
香
澄
（動
２
） 

 

昨
年
度
の
企
画
や
活
動
を
通
し
て
家

庭
ク
ラ
ブ
が
更
に
好
き
に
な
り
ま
し

た
。
ク
ラ
ブ
活
動
を
今
以
上
に
発
展
し

た
い
で
す
。 

会
計 

 

郷
原
恵
美
（動
２
） 

 

活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
、
会
長

や
副
会
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い

で
す
。 

Ｈ
２
０ 

役
員
選
挙 

〜
伝
統
を
受
け
継
ぐ
〜 

十
二
月
八
日
に
役
員
選
挙
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
三
年
生
か
ら
「
伝
統

の
タ
ス
キ
」
を
受
け
継
い
で
、
出
農
を

盛
り
上
げ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

一
月
十
四
〜
十
六
日
、
東
京
の
日

本
橋
島
根
物
産
館
で
出
前
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
本
校
の
ハ
ム
や
野
菜

を
販
売
し
ま
し
た
。 

「販
売
の
難
し
さ
」 

植
物
科
学
科
二
年 

石
富
恵
理 

 

販
売
活
動
は
あ
っ
と
い
う
間
で
、

仲
間
と
絆
が
一
層
深
ま
っ
た
と
思

い
ま
す
。
商
品
の
こ
と
を
知
ら
な

い
お
客
様
に
説
明
す
る
こ
と
は
難 

し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
た
だ
、

心
の
底
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」

と
言
わ
れ
た
と
き
は
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
楽
し
く
て
、
学
ぶ
こ

と
が
多
か
っ
た
出
前
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
で
き
て
本

当
に
良
か
っ
た
で
す
。 

 

今
回
の
経
験
を
、
学
校
生

活
や
農
業
祭
で
の
販
売
活
動

に
活
か
し
た
い
で
す
。 

「研
究
成
果
を
知
っ
て
ほ
し
い
」 

食
品
科
学
科
三
年 

山
下
裕
佳 

 

そ
ば
粉
ポ
ン
デ
ケ
ー
ジ
ョ
を
実

際
に
作
っ
た
結
果
や
工
夫
点
な
ど 

（選挙演説の様子） 

（発表会の様子） 

（挑戦） （変革） 

☆
発
表
聴
衆
者
コ
メ
ン
ト 

・
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
で
ス
ラ
イ
ド
の
ま

と
め
方
も
分
か
り
や
す
か
っ
た
。 

・三
年
生
の
発
表
を
参
考
に
し
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
た
い
で
す
。 



2月の行事予定 
日 曜 項           目 

1 日  

2 月 卒業考査 

3 火 卒業考査 

4 水 ＣＳ 

5 木 農ク役員養成講習会（平田）～６日 

6 金  

7 土 ＣＳ 

8 日 危険物取扱者試験 

9 月  

10 火  

11 水 建国記念日 

12 木  

13 金 卒業認定会議、3 年出校日 ＳＣ 

14 土  

15 日  

16 月 考査時間割発表、ＰＴＡ・学校評議員会 

17 火 予餞会 

18 水 全校朝礼、ＣＳ 

19 木 追認考査、職業適性検査（２年） 

20 金  

21 土 ＣＳ 

22 日 第 3 回英検 2 次 

23 月 学年末考査、追認会議 

24 火 学年末考査、3 年出校日、記念植樹 

25 水 代休（2/28） 

26 木 学年末考査 

27 金 学年末考査 

28 土 卒業式予行 

3/1 月 卒業式 

2 火 代休（3/1） 

 

創意工夫の出雲市高校生ダンス大会 

               
 

 
 

                    

                        

編
集
後
記 

Ｙ
Ｅ
Ｓ
、
Ｗ
Ｅ 

Ｃ
Ａ
Ｎ
！ 

Ｐ
Ｔ
Ａ
食
品
二
年
学
級
役
員 

坂
本
敏
彦 

 

わ
が
子
が
入
学
し
て
早
く
も
二
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
間
、
一
日
も
欠
く
こ
と
な
く
登
校
出
来
て
い
る
の
は
、
本
人
の
丈
夫

さ
も
あ
り
ま
す
が
、
よ
ほ
ど
学
校
の
居
心
地
が
良
い
の
で
し
ょ
う
。
昨
年

の
国
内
起
業
研
修
旅
行
で
は
、
こ
れ
ま
で
で
最
も
充
実
し
た
イ
ベ
ン
ト
だ

っ
た
よ
う
で
、
あ
の
よ
う
に
楽
し
そ
う
な
姿
は
久
し
く
見
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

と
こ
ろ
で
、
昨
年
末
か
ら
始
ま
っ
た
未
曾
有
の
大
不
況
は
深
刻
さ
を

増
し
、
失
業
者
が
溢
れ
、
新
卒
者
の
就
職
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で

す
。
し
か
し
、
希
望
は
今
、
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
オ
バ
マ
大
統
領
の
政
策
に

象
徴
さ
れ
る
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
創
出
、
地
産
地
消
、
地
球
に
や

さ
し
く
、
人
に
も
優
し
い
社
会
へ
の
チ
ェ
ン
ジ
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

益
々
、
出
雲
農
林
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
注
目
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
自

信
と
誇
り
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
欲
し
い
で
す
。 

イ
エ
ス
、
ウ
ィ
ー
キ
ャ
ン
！ 

  
 活

き
活
き
ク
ラ
ブ
活
動
～
文
化
部
～ 

 

島
根
県
高
等
学
校
美
術
展
に
て
、
植
物
一
年
生
の
山

根
美
春
さ
ん
が
入
選
し
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
も
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
集
め
て
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
や

募
金
活
動
を
行
っ
た
り
と
、
文
化
部
も
積
極
的
に
活
動

し
て
い
ま
す
。 

 

「自
分
を
育
て
る
」 

教
務
部
よ
り 

 

三
年
生
は
卒
業
考
査

が
ス
タ
ー
ト
し
、
一
、
二

年
生
は
二
月
二
十
三
日

か
ら
学
年
末
考
査
で
す
。

自
分
を
甘
や
か
す
こ
と

な
く
、
一
日
に
一
時
間
で

も
家
庭
学
習
を
始
め
て

下
さ
い
。 

収
や
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ

の
販
売
な
ど
で
す
。
私

は
こ
の
活
動
を
通
し

て
、
小
さ
な
事
で
も
誰

か
の
た
め
に
役
立
つ
こ

と
が
出
来
る
と
感
じ
ま

し
た
。 

ス
ポ
ー
ツ
大
会
報
告 

 

十
二
月
、
四
、
五
日
と

校
内
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
「
元
気
ハ
ツ

ラ
ツ
」
と
い
っ
た
姿
で
プ
レ

ー
し
て
い
る
姿
が
印
象
的

で
し
た
。 

☆
結
果
☆ 

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
優
勝 

 

・三
年
生
、
環
境
Ａ 

 

・二
年
生
、
植
物 

 

・一
年
生
、
環
境
Ｂ 

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
優
勝 

 

・三
年
生
、
動
物
Ｂ 

 

・二
年
生
、
動
物
Ａ 

 

・一
年
生
、
食
品
Ｂ 

男
子
サ
ッ
カ
ー
優
勝 

 

・三
年
生
、
環
境 

女
子
卓
球
優
勝 

 

・三
年
生
、
食
品
Ａ 

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
部
優
勝 

 

・三
年
生
、
環
境 

長
縄
跳
び
優
勝 

 

・一
年
生
、
植
物 

総
合
優
勝 

三
年
環
境 

編
集
後
記 

「心
が
け
」 

 

３
学
期
か
ら
、
ハ
ー
フ
パ
ン
ツ

の
預
か
り
指
導
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
始
業
式
、
生
徒
か

ら
は
「
今
年
は
履
か
な
い
よ
。

脱
！
ハ
ー
プ
パ
ン
ツ
」
と
い
っ
た

声
も
聞
か
れ
、
多
く
の
生
徒

が
高
校
生
ら
し
い
身
な
り
で

登
校
し
て
い
ま
し
た
。
服
装
は 

「ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
」 

体
育
科
教
諭 

黒
崎
康
子 

 

十
二
月
十
二
日
（
金
）
に
本
校
を
会
場

に
ダ
ン
ス
大
会
が
開
催
さ
れ
、
出
雲
地
区

か
ら
六
校
十
九
作
品
の
参
加
が
あ
っ
た
。

体
育
の
授
業
で
創
作
し
た
ダ
ン
ス
を
持
ち

寄
っ
て
の
発
表
会
で
あ
っ
た
が
、
会
場
内

は
ダ
ン
ス
部
さ
な
が
ら
の
練
習
風
景
で
、

と
こ
ろ
狭
し
と
各
チ
ー
ム
の
最
後
の
詰
め

が
行
わ
れ
張
り
つ
め
た
雰
囲
気
で
あ
っ  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

た
。 

本
校
か
ら
も
二
作
品
を
発
表
し
、  

 
 

三
年
環
境
・食
品
科
学
科
女
子 

九
名
に
よ
る
「宝
探
し
」は
、
モ
チ 

ー
フ
を
い
く
つ
か
組
み
合
わ
せ
て 

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
分
か
り
や
す
い 

作
品
に
仕
上
げ
て
い
た
。
批
評
会 

で
も
、
空
間
の
使
い
方
を
工
夫 

し
、
大
変
楽
し
そ
う
に
踊
っ
て
い 

た
と
評
価
さ
れ
た
。
三
年
植
物 

科
学
科
「
中
２
男
子
」は
、
初
恋 

を
テ
ー
マ
に
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
作 

品
で
、
マ
ド
ン
ナ
が
体
操
服
を

次
々
と
脱
い
で
い
く
場
面
で
は
、

他
校
の
先
生
方
も
「
ま
さ
か
…
」 

と
思
っ
た
と
評
さ
れ
る
ほ
ど
、
創 

造
を
か
き
た
て
る
作
品
に
仕
上 

が
っ
て
い
た
。
残
念
な
が
ら
本
校 

は
入
賞
で
き
な
か
っ
た
。
生
徒

は
、
こ
の
白
熱
し
た
発
表
会
の
雰 

囲
気
か
ら
、
多
く
の
こ
と
を
感
じ 

て
く
れ
た
と
思
う
。 

 

「本
番
を
楽
し
む
」 

植
物
科
学
科
三
年 

日
野
成
美 

 

練
習
で
は
、
人
前
で
ダ
ン
ス
を
す
る
こ
と
に

抵
抗
が
あ
り
、
恥
ず
か
し
く
て
納
得
の
い
く

ダ
ン
ス
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
校
内
選
考

会
で
は
、
本
番
を
楽
し
む
事
を
第
一
に
考

え
た
結
果
、
代
表
に
な
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
出
雲
市
大
会
で
は
、
私
達
ら
し
い
ユ
ニ
ー

ク
な
感
じ
が
出
せ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
自
分
た
ち
の
ダ
ン
ス
を
楽
し
ん
で
、
や

り
き
れ
た
の
で
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。 

「視
野
を
広
げ
る
」 

総
務
部
長 

錦
織
稔 

東
ア
ジ
ア
の
生
徒
を
招
き
本
校

生
徒
と
交
流
す
る
こ
と
に
よ
り
、
互

い
の
文
化
を
理
解
し
、
国
際
交
流
体

験
の
場
と
し
て
視
野
を
広
げ
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
。
受
入
れ
生
徒
は

十
名
、
引
率
教
員
一
名
の
計
十
一

名
で
の
来
校
。
期
間
は
平
成
二
〇

「根
気
の
い
る
作
業
」 

植
物
科
学
科
一
年 山

根
美
春 

 

島
根
県
高
等
学
校
美
術
展

に
入
選
し
た
と
聞
い
て
、
と
て

も
驚
き
ま
し
た
。
先
生
方
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、
次
第

に
油
絵
を
描
く
の
が
楽
し
く

な
り
ま
し
た
。
作
品
を
仕
上

げ
る
こ
と
は
、
時
間
も
か
か

り
根
気
の
い
る
作
業
で
し
た

が
、
完
成
し
た
時
の
達
成
感

を
味
わ
う
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
今
後
の
作
品
作
り
に
今

回
の
経
験
を
活
か
し
て
頑
張

り
た
い
で
す
。 

「誰
か
の
た
め
に
」 

環
境
科
学
科
一
年 

 

古
川
ジ
ュ
リ
ー 

 

私
達
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
は
、
自
分
た

ち
で
計
画
を
立
て
、
学
校
や

地
域
社
会
に
役
立
と
う
と

活
動
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
回

し
ゅ
う 

個
人
を
映
し
出
す
鏡

で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
今
後
も
、
「
出
農

生
の
服
装
は
カ
ッ
コ
イ

イ
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

な
、
正
し
い
服
装
で
学

習
す
る
こ
と
を
意
識

し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（甲
） 

（ス
ポ
ー
ツ
大
会
） 

○
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ 

 

四
、
七
、
十
八
、 

二
十
一
日 

年
十
二
月
十
日(

水)

〜
十
二
日

（
金
）
の
三
日
間
で
あ
っ
た
。
茶
道

部
の
体
験
入
部
で
は
お
茶
の
作
法

に
日
本
的
な
も
の
を
感
じ
た
の

か
、
伝
統
的
な
言
葉
を
身
振
り
手

振
り
で
伝
え
た
。
太
鼓
部
の
体
験

入
部
で
は
、
演
奏
の
迫
力
と
リ
ズ

ム
に
感
動
し
た
の
か
、
と
て
も
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
て
バ
チ
の
持
ち
方
、
た
た

き
方
な
ど
学
び
一
生
懸
命
で
太

鼓
を
た
た
い
た
。
と
て
も
楽
し
い
時

鼓
を
た
た
い
た
。
と
て
も
楽
し
い

時
間
だ
っ
た
ら
し
く
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
も
話
が
弾

ん
だ
。 

「思
い
を
伝
え
る
こ
と
」 

食
品
科
学
科
二
年
中
島
麗
花 

 

文
化
の
違
い
な
ど
を
知
る
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
良
か
っ
た
で

す
。
言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
、

手
を
使
い
表
現
す
る
だ
け
で
伝

わ
る
こ
と
も
あ
り
、
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
そ
の
反
面
、
伝
わ
ら
な
い

こ
と
も
あ
り
、
英
語
の
大
切
さ

を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

☆
国
際
交
流
活
動
☆ 


